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総 会 地報 告
６月８日、早稲田大学早稲田キャンパス 9 
号館 714 室で総会が開催されました。議案は
すべて承認されました。本年は、皆様のご支
援に加えて、従来の緑の防衛委基金と新たに
アジア共同生協基金の助成を受けて活動して
いきます。総会で承認された主な活動報告・
活動計画を以下に示します。

図1 レスパル村での植林状況

表 1 事業地における植林総本数（2018 年度）

理事
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レスパル村第1次植林区として、
ナーサリー南側の傾斜面約1.13haに植林が実施。
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 ◇ IHC の紹介活動の一環として、ネパール
料理店 AMA 早稲田店にて「第 5 回 昼ダル」
を開催しました（11 月 18 日㈰）。これには 
4 名の参加者と、2 名の学生の参加がありま
した。
  ◇ 国際協力事業の理解促進のため、「c」
（9 月 29 日㈯）に出店しました。また同会場
の別ブースでは、1970～90 年代の川喜田二

1970～90 年代の川喜田二郎先生のロープラ
イン設営や植林活動を動画で紹介し、現在の
生活林保全や織物・紙製品による収入向上プ
ロジェクトまでの一連の流れを紹介しまし
た。
  ◇ 長野県駒ヶ根市と JICA が開催している
「みなこい国際まつり 2018」（10 月 28 日
㈰）に出店し、本会の事業活動から生まれた
産物や活動内容の紹介をしました。

ました。
こうして、当協会の事業地であるミャグデ
ィ郡、パルバット郡でもキウイのファーミン
グの取り組みが始まりました。
バランジャでは、ドラカより仕入れたキバランジャでは、ドラカより仕入れたキウ
イの苗により、独自のキウイ畑育成プロジェ
クトが進行しています（図2）。現在は 57 株
のキウイ苗が試験区で元気に育っています。
キウイ畑の栽培範囲はまだ 0.18ha と小規模
ですが、おもに   IHC-J   のチトラさんとルケ
さんの手によって、試行錯誤しながら育てら
れています（図3）。れています（図3）。

図３ キウイ栽培事業の様子→
↑図 2  キウイ栽培エリア

第 5 回 昼ダル グローバルフェスタ2018
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総 会 地報 告

現 地 地報 告

1-1. 生活林再生のアグロフォレストリー・
プロジェクト
 ◇ 【パルバット郡】昨年に引き続き、パ
ルバット郡レスパル村に昨年度新しく建設し
た苗畑の整備・拡充を進めていきます。新し
い事業地であるレスパル村の育苗目標は 
5,000 本としています
  ◇ 【ミャグディ郡】広大な植林需要を抱
えるミャグディ郡バランジャ村とジーン村
も、昨年に引き続き植林事業を  推進していき
ます。本年度は各村で約 15,000 本の育苗を
目指しています。
  ◇ ダウラギリ地域の事業地 3 村（ジーン
村、バランジャ村、レスパル村）の植樹本数
は、合計で約 35,000 を予定しています。
1-2. キウイ・ファーミング・プロジェクト
 ◇ 昨年に引き続き、バランジャ村のキウ
イ栽培試験区の整備を実施し、本年度～来年
度への最初の結実に向けた準備を進めます。
  ◇ 本年はバランジャ村の農家 10～20 世
帯にキウイ苗を無償で提供し、「IHC 協力農
家」としてキウイ栽培地の拡大と栽培者数の
増加による地域理解の促進を進めます。

増加による地域理解の促進を進めます。
1-3. 非材木林産物活用プロジェクト
  ◇ 本年より、ポカラ近郊に新たにサンプ
ルサイトを設営し、日本から持ち込んだ野
菜・果物（トウモロコシ、シイ    タケ、ブル
ーベリー、梨、桃など）の種子を播種・栽培
し、地域環境への定着について検証します。

2-１. 国際協力イベントへの参加・広報活動・
地球市民学習事業
 ◇ 現地・国内の活動はホームページで報
告、会報は年に 2 回発行します
 ◇ グローバルフェスタ 2019 年度（10 
月）に出展し、当会の活動を広く一般の皆様
に伝えます。
2-2. ネットワーキング2-2. ネットワーキング
 ◇ SDGs への取り組みをするマルチステーク
ホルダー(政府機関、企業、NGO,教育機関)の
共同勉強会に参画、各セクターの得意分野を
生かした問題の取り組みへの学びを進めま
す。
2-3. 研究・提言
現地フィールドでの活動をアカデミック現地フィールドでの活動をアカデミックな
視点で研究分析し、成果を論文にまとめ学会
で発表します。

World Environment Day,2019 "Air Pollution"
WeWe celebrated the World Environment Day, 
2019 in Gandaki province, Myagdi district, 
Mangala rural municipality ward No.4,Barangja 
for 2 days with the theme of “Air Pollution”. We 
conducted the workshop on the topic of Global 
warming and Climate change on 04th of June and 
we planted 700 small saplings of pine on 05th 
June,June, 2019. We planted saplings to contribute 
something for green building which will 
eventually improve the quality of air. 28 students 
of grade 8, 2 villagers and 8 teachers of Shree 
Mahendra Ratna Basic School, Barangja were 
participants of the workshop. All together 73 
Participants were involved in trees plantation 
programprogram in Jhakripani, Barangja. The number of 
participants in such important program was so 
inspiring. Mr. Chitra was the resource person and 
I was the facilitator of the program. Small 
saplings were taken from the community forestry 

taken from the community forestry nursery 
which has been operated by The Institute for 
Himalayan Conservation (IHC). IHC and Green 
fund financially supported to conduct the 
program. 
If anybody wants to do something for better 
world together then please join us.

の続き
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【日本語訳】
世界環境デー、2019年「大気汚染」
2019年の世界環境デーをバランジャのマ2019年の世界環境デーをバランジャのマン
ガラ地方自治体区マガラ県ガンダキ県で2日
間、「大気汚染」というテーマで祝いまし
た。 6月4日に地球温暖化と気候変動に関する
ワークショップを開催し、2019年6月5日に
700本の小さな苗木を植樹しました。緑の建
物に貢献するために苗木を植えました。 バラ
ンジャ村のShreeンジャ村のShree Mahendra Ratna Basic 
Schoolの8年生、2人の村人、8人の教師の28
人の生徒がワークショップに参加しました。
合 計 73名 の 参 加 者 が 、 バ ラ ン ジ ャ の
Jhakripaniで植林プログラムに参加しまし
た。そのような重要なプログラムの参加者の
数はとても刺激的でした。 Chitra氏はリソー
スパーソンで、私はプログラムの進行役でスパーソンで、私はプログラムの進行役でし
た。小さな苗木は、ヒマラヤ保全協会
（IHC）によって運営されているコミュニテ
ィナーサリーから採取されました。 IHCと緑
の募金はこのプログラムの実施を財政的に支
援しました。どなたかがより良い世界のため
に何かを一緒にしたいと思っているなら、ぜ
ひ私たちに加わってください。ひ私たちに加わってください。
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活 動地現
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100円で1本の木をヒマラヤに植えよう！　ご支援お待ちしております！

※銀行振込みをご利用いただいた場合は、
ご氏名（ふりがな）とご住所を、e-mailに
てご連絡ください。

務事 だより局
新体制発足！

イベント・ボランティア募集情報


